
 
 
 
 
 
 

 

第２３回 しずおか川自慢大賞 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日時：令和８年２月２８日（土） 

１２：３０～１６：３０ 

 

場所：もくせい会館 1F 富士ホール 

 

 

主催 しずおか川自慢大賞実行委員会 
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開催にあたり 
 

私たちは、「川づくりは、まちづくり」だと信じています。 

川は、流域という川ごとに独立したエリアのなかに位置しています。川は、山

と海とをつなぎ、上流、中流、下流のそれぞれの地域をつないでいます。 

山から流れる清らかな水は、古くから生き物を育み、私たちの暮らしを支え潤

し、また、憩いの場として、時には豊かな遊び場として利用されてきました。周

辺の風景とあいまって地域の特徴的な水辺の景観を作り出しています。県内には、

今なお川ガキ
．．．

の歓声が響く水辺もあり、地域の宝物となっています。 

一方で、時として、川は自然の猛威をふるい、まちに大きな被害をもたらして

きました。気候変動により今後、ますます水災害の危険性は高まっていくとされ

ており、流域に目をむけた多くの取組が必要になっています。 

こうしたことから、川は、まちの「いのち」そのものだと言えます。 

流域に住む 1 人ひとりが、生物や環境、水害などの川が持っているいろいろな

ところに関心を寄せることに始まり、川での主体的な活動が続けられると、様々

な場面で新たな対話が生まれます。活動する方々が元気はつらつであればあるほ

ど、そこには更に人が集まり、まち全体が活気で満たされていきます。老若男女、

多くの人たちが川に集い、笑顔で活動を続けていけることは、川を介したひとづ

くりにもつながり、まちの財産になっていきます。 

このため、私たちは、現在、水辺で活動する多くのみなさんの水辺を愛でる熱

い思いに敬意を添えて、笑顔が絶えない活動が末永く続き、更に充実した取組に

なっていくよう大きな期待を寄せています。 

また、今の子どもたちが成長し、その次の世代の子どもたちが、私たちの身近

にずっとある川で、キラキラとした水しぶきを上げはしゃぐ様子、それを見守る

大人たちも含めたみんなの笑顔で満ち溢れている水辺の景色を想像してください。

そんな景色を未来に伝え残したくはないですか!? 

いのちの川に、みんなの笑顔を！ 

私たちは今、この川で活動している方々を心の底から応援していきます。 

 

 

令和 8年 2月 28 日 

 

しずおか川自慢大賞 実行委員会 

会 長   長橋 孝行 
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「しずおか川自慢大賞」これまでの歩み 
 
 

第１回  平成１３年１０月２７日    参加数 １４  
大賞：レル・オンジュ 「吉田川・軍田ヶ谷川の自然観察」 

第２回  平成１４年１０月２６日   参加数 １８ 

大賞：富士市立今泉小学校４年生 「ぼくらの友だち田宿川」 
第３回  平成１６年 １月１７日    参加数 ２２ 

大賞：大井川みずがきネットワーク 「大井川みずがき倶楽部」 

第４回  平成１７年 １月２９日     参加数 １５  
大賞：静岡みずがき倶楽部 「こんなに育ちました」 

第５回  平成１８年 ２月２５日     参加数 １８  

大賞：焼津水産高校２年 成島弘国「薮田川カワバタモロコの保護活動」 
第６回  平成１９年 ２月１８日     参加数 １４  

大賞：大井川町立大井川南小学校  「すごいぞ土合川！」 
第７回   平成２０年 ２月１６日    参加数 １６ 

大賞：大井川町立大井川南小学校 「大好き、大井川！」 
第８回   平成２１年 ２月２１日    参加数 １４ 

大賞：静岡県立静岡農業高等学校 「安倍川水系の恵み ワサビ を守る」 
第９回   平成２２年 ２月２０日    参加数 １２ 

大賞：焼津水産高等学校「トラフグの種苗生産、放流による地域への貢献」 
第10回   平成２３年 ２月２６日    参加数 １３ 

大賞：佐鳴湖の環境を考える会「佐鳴湖自慢」 
第11回   平成２４年 ２月２５日    参加数 １３ 

大賞：袋井市立今井小学校「太田川たんけんたい」 
第12回   平成２５年 ２月２４日    参加数 １３ 

大賞：静岡市立西奈南小学校 学校応援団父親楽校「長尾川★せいそう隊」 
第13回   平成２６年 ２月２２日    参加数 １２ 

大賞：みずがき俱楽部 「子ガメとみずがきの不思議な冒険」 
第14回   平成２７年 ２月２２日    参加数  ８ 

大賞：坂口谷川 花と芝生を守る会「坂口谷川の環境美化活動」 
第15回   平成２８年 １月３０日    参加数  ９ 

大賞：牧之原市立勝間田小学校「勝間田大好きたんけん隊」 
第16回   平成２９年 ２月１８日    参加数  ９ ＋２（交流枠） 

大賞：みずがき倶楽部「少年の原体験が世界を変える」 
第17回   平成３０年 ２月１７日    参加数  ９ ＋1（交流枠） 

大賞：いはらの川再生PJ会 
「いはらの川再生プロジェクト～ふるさとのニホンウナギを救え！ 

庵原から日本、そして世界へ！」 
第18回   平成３１年 ２月２日     参加数  ９ ＋1（交流枠） 

大賞：昆虫食倶楽部「とって食べる」 
第19回   令和２年 ２月２２日     参加数  ８ ＋1（特別告知） 

      大賞：静岡北高等学校 科学部水質班「水と石ころで作る未来のエネルギー」 
第20回   令和５年 ２月１１日     参加数  ９ ＋1（特別賞） 

大賞： カチカチ鳥  「集まれ！飛びたて！カチカチ鳥にな～ぁれっ！」 
第21回   令和６年 ２月１０日     参加数 １０ 

大賞：仁杉・柴怒田ビオトープの会 「ビオトープを通して、地元の自然を守ろう」 
第22回   令和７年 ２月２３日    参加数  ９ 

大賞：瀬名新川★生き物助け隊 「小さな河川の河床掘削工事後に、子どもたちやっ

た水辺の小さな自然再生による多自然川づくり」 
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1 川自慢大賞の基本姿勢 
 
 

  県内各地でさまざまな活動をしている団体や個人を知り、お互いの活

動にエールを送り、たたえあい、今後の活動の励みとし、活動がつな

がるきっかけとする。 

  今一度、静岡の川や水辺の良さを見つめなおそう！ 
 
 
  第 10回までは、選考委員や会場の方々による話し合いによって、多くの賛同を得た活動を「大

賞」としてきました。あえて大賞を選考した目的は、大賞の選考の過程を通して各活動の内

容を浮き彫りにし、広く多くの方々にその活動のすばらしさを伝えるためのものでした。し

かし、実際には、主に大賞を取れなかった団体や個人には落胆の気持ちがありました。 

   その為、本来「どの活動にもエールを送り、更なる躍進を目指してもらいたい。また、この

会場に集ってくれたみんなの交流の場であってほしい」という趣旨がなかなか理解されない

結果になることもありました。 

  第 11 回（2011 年 2 月開催）から、本来の趣旨をより理解していただくために、キャッチコ

ピーを一新。「川のおもしろさ再発見、仲間の楽しさ大発見！！」としました。 

  第 15回からは、第 14 回から用いている「イイね!」を入れたフレーズを採用。「イイね!その

川 川でつながる地域
み ん な

の元気!! もっと×２ 川で遊ぼう！」とし、活動の良さを認め合い、

川（水辺）つながりで地域・みんなの元気を引き出しますことを、川自慢の取り組みの大き

な目的であることを表現しました。 

  川自慢大賞の進行には、交流をはかる時間（交流タイム）を設けています。６分間の発表で
は伝えきれない素敵な活動に改めてスポットをあて、内容や話題を掘り下げるものです。今
回は、みんなで仲間の活動の良いところをほめたたえ合い、交流をはかりたいと思います。 

  川自慢に参加してくれる方々は、お子さんから大人まで幅広い年代です。元気な子どもたち

の活動には、「長沢賞」、子どもの元気に負けないぞという大人の活動には「ふるがき賞」＝

昔、水で遊んでいたがき（やんちゃな子どもの愛称）だったでしょう…。初めて川自慢に参

加してくれた団体（ニューフレンズ）のなかから、「新人賞」を贈ります。（贈り先は、川自

慢御意見番（アドバイザー）にて決めます。） 

  「長澤賞」とは、これまでのしずおか川自慢大賞に多大な協力をいただきくとともに、子ど

もたちへ川とのふれあいの大切さを伝えつづけ、他界された長澤友香先生の思いを次世代に

伝えるために第 18回から命名した賞です。 

  協賛の静岡県河川協会から、協会の取組目的（河川に関わる防災・減災、河川愛護など）に

合致する優れた取り組みを表彰する「清流賞」が、今回新設されました。 

  賞」は会場にいる人全員で「応援投票」を行って決めます。全員３票持って、色の違う３つ

の票はそれぞれ“発表や取り組みが、最高だった！”、“新しい発見！勉強になって、すばら

らしかった！”、“一緒に活動してみたい、参加してみたい、すてきな活動”のテーマで、「私

はこの活動の応援団になりますよ〜」という気持ちの表明として投票してもらいます。 

  「会場からの応援を一番多く集めましたでしょう」＝「大賞」ということになります。 

 

  しずおか川自慢大賞は、今回も、当日、ＷＥＢによるライブ配信を行います。 

 
Youtube LIVE  発信名「第 23 回しずおか川自慢大賞」 

 

https://youtube.com/live/OPENb8YEeCw    
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第２３回しずおか川自慢大賞 日程（令和８年２月２８日） 

会場：もくせい会館 1F 富士ホール 
時 間 内 容 

12：00 開場・受付（富士ホール入口） 

（アイスブレイク） 

12：30   開 会 

主催者あいさつ          

12：35 

～12：50 

オリエンテーション（本日のスケジュール、趣旨、投票方法の説明等）  

     

12：50 

～13：50 

発表１ （6 団体：発表６分・質疑応答３分・片付け 1 分）   ※発表時間厳守 

 

13：50 

～13：55 

休 憩（5 分間） 

13：55 

～14：45 

発表２ （5 団体：発表６分・質疑応答３分・片付け 1 分）   ※発表時間厳守 

 

14：45 

～14：50 

休 憩（5 分間） 

14：50 

～15：20 

交流タイム（30分間） 

・参加団体の活動、意見等交換・交流 

・アピールタイム＆各団体へのエール 

15：20 

～15：30 

「最高！」「素晴らしい！」「素敵！」 

応援投票（投票説明 応援エール票（付箋）配布＆投票、集計）    

15：30 

～15：45 

・ネーミング賞発表（全ての発表団体に「○○賞」） 

  

15：45 

～16：20 

しずおか川自慢大賞の決定 

・投票結果発表・表彰 

ふるがき賞      

長 澤 賞       

新 人 賞  

清 流 賞  

しずおか川自慢大賞    

16：20 

～16：25 

記念撮影 

16：30 閉 会（閉会のあいさつ（総評）） 
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発 表 団 体    （発表順は当日抽選にて決定します）  
 

No 団体名 河川名 テーマ

10
常葉大学
麻機ナガエバスターズ

浅畑川
（巴川水系）

特定外来生物「ナガエツルノゲイトウ」の駆除活動

11
東海大学
海中美化プロジェクト

三保の海ほか
深海のロマン？
　　水深１ｍがあなたにとっては深海かも。

9
静岡理工科大学
水域環境学研究室

麻機遊水地第3工区
（巴川水系）

麻機遊水地（第3工区）におけるナガエツルノゲイトウの成
長の定量化および切断に至るメカニズムの検証

8

静岡北高等学校　科学部
山村悌公

巴川水系 静岡県内で提唱されるトウヨシノボリ池沼型の生態

　　流域治水をより身近に

天竜川下流ブロッケーション®第二ピアサービス株式会社 天竜川下流

7
　　地域に愛される川に
　　　　　　～　世界に誇る神田川　～

神田川

富士川
富士早川など

静岡県富士土木事務所
工事課 富士宮班

4 巴川水系

富士市河川課

　水棲研活動紹介！～定点調査編～静岡県内河川

昆虫食倶楽部

5

巴川水系における在来種、外来種の地理的分布

　ガチ！生物多様性塾

6

　眉毛があがり、心がさわぐ！
　　　　　　（その笑顔が地球を救う！）

新川（佐鳴湖）他

静岡北高等学校　科学部
魚班

3

1

2

みずがき倶楽部
静岡の渓流、清流や海
（藁科川、大井川、伊豆

半島など）

東海大学 水棲環境研究会
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最終選考方法 

①  川自慢大賞は、発表の内容を踏まえ、投票により決定します。 

発表者を含む来場者、キャスト（運営スタッフ）が各3 票を持ち、エールを贈りた

い３団体に「最高！」「素晴らしい！」「素敵！」を投票します。 

・発表や取り組みの内容 最高だった。         （きみどりの付箋） 

・新しい発見、勉強になって、すばらしかった。      （みずいろの付箋） 

・一緒に活動してみたい参加してみたい、すてきな活動だった。（ピンクの付箋） 

エール数を集計し、最多得票獲得団体を川自慢大賞に決定します。 

 ② 参加したすべての団体に、特徴を表す名称をつけて表彰します。 

 
＜川自慢大賞の視点＞ 

応募団体（個人も含む）の活動の長所を評価し、短所は減点の対象としない。 

項 目 内         容 
保全・復元のための努力・研究 良い川を保全する努力または昔の良い川に復元するための努力 
川と地域づくりの推進 地域の交流・連携、子供たちへの環境教育など川を活用した様々

な精力的な活動 
継続・継承による素敵な未来へ

の展望 
世代を超えて継承される継続的な活動など素敵な未来像を展望

できる活動 
生き生き､はつらつとした活動 子供、大人を問わず、生き生き、溌剌とした楽しい活動 
ユニークな視点・斬新な発想 良い川づくり、川の活用において、ユニークな視点や斬新な 

着想・発想 
プレゼンテーション その他 川自慢大賞の発表におけるプレゼンテーションの良いところ 
 
特別賞の選考方法 

① 『長 澤 賞』 

対  象： 生き生き、ハツラツとした子供の活動 （子供主体の団体が対象） 

② 『ふるがき賞』 

対   象： 童心を忘れない大人の活動（大人主体の団体が対象） 

③ 『新 人 賞』 

対  象： 今回、初参加の発表団体のこれからの活動の広がりに期待するもの 

④ 『清 流 賞』 

対  象： 静岡県河川協会の取組目的（河川に関わる防災・減災、流域治水の推進、 

河川愛護など）に合致する優れた取り組み 
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社会基盤の形成と環境保全の総合コンサルタント―人と地球の未来のために― 

環境創造研究所  

〒421-0212 静岡県焼津市利右衛門 1334-5 
TEL054-622-9551（代表） 
 

本社 
〒154-8585 東京都世田谷区駒沢 3-15-1 
TEL03-4544-7600（代表） 
ホームページ http://ideacon.jp/ 

-人と自然が調和した安全・安心で快適な環境の創造をめざして- 

毎年夏休みに生き物観察や化学実験などの体験学習会 
「なつやすみ！こども環境塾」を開催しています。 
今年の開催については下記 URL に掲載予定です。 

https://www.ideacon.co.jp/news/2025/ 

駿河湾の本物お魚図鑑 
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静 岡 県 河 川 協 会 
 

有 限 会 社  アーク 
 

いであ株式会社 環境創造研究所 
 

株 式 会 社 イ ワ タ 
 

昭和設計株式会社 
 

信建工業株式会社 
 

株式会社フタバコーケン  
 

丸栄コンクリート工業株式会社 

協   賛 


